2019海外選択性臨床実習報告書 by unknown
学生海外研修レポート 57
2019海外選択制臨床実習報告書
HopitalLouisPradel
細見裕紀
【はじめに】
　この度私は，選択制臨床実習の一部として富山大学第一外科の芳村直樹教授のお力添えにより，フラン
ス・リヨンにあるHopital Louis Pradelにて心臓外科実習を行なってきましたので報告させていただきます。
学生のうちに海外の医療現場に足を踏み入れ，目で見て，肌で感じることができる，これは私にとって大き
な財産になると思い，留学を決意しました。私は帰国子女でもなければツアー以外で海外旅行にも行ったこ
とがなく，こんな私が異国の地で生活することに加え，病院実習できちんと学んで来られるんだろうかとい
う不安で躊躇していましたが，「言葉の通じない外国で自分の立ち位置とスケジュールを作りsurviveできれ
ば実習は大成功だから」という芳村先生の言葉が背中を押してくださいました。確かに楽しいことだけでは
ありませんでしたが，日本から遠く離れた地でひとりで生活を作り，新たなコミュニティの中で居場所をみ
つけ，目の前で起きていることに目を凝らし，日々全力でsurviveした経験は私の中で大きな自信となりま
した。この実習を支えてくださった全ての皆様に心より感謝申し上げます。
【日本での準備】
　まずはフランスに行くことが決まるまでですが，第一外科の実習の際に小児心臓チームを選択するところ
から始まりました。その時に得た経験がフランス行きへの気持ちを強くしました。
・ 7 月下旬にある選択制臨床実習説明会の後，各自で先生にアポイントをとり，まずは海外実習の概要を伺
い，行きたいという意志を伝えました。
・ 9 月に入りようやく人数調整がまとまり，正式にフランスへ行くことが決定しました。
・私の場合は，トビタテ！留学Japanへ奨学金の応募を考えていたので， 9 月中旬の学内締切までに第一次
選考の書類を用意しました。
・11月中旬に具体的な渡航期間が決定しました。
・ 1 月中旬にトビタテ！留学Japanの第二次選考（面接・プレゼンテーション・グループディスカッション）
がありました。
・トビタテ！留学Japanの最終採用通知をいただいたのは 2 月上旬の頃でした。この頃から滞在先であるリ
ヨン第 3 大学の寮に空きがあるか確認のメールを送ったり，航空券の予約，語学（フランス語・英語）の勉
強を始めました。
　海外へ行くことに慣れている人にとっては大して大変なことではないのかもしれませんが，英語とフラン
ス語でやり取りしなければならないメールや海外の銀行口座への送金，ホテルや移動手段の手配，海外保険
への加入，国際学生証の発行など，沢山調べ，沢山悩み，想像以上に手間と時間がかかったことは事実です。
この時，忙しい中相談に乗り，多くの情報を教えてくださった前年度留学生の柴田さんや，寮の手配にお力
添えくださったリヨン在住のガートナー様には大変感謝しています。ありがとうございました。
　語学については，フランス語は小学生の頃 3 年間，学校の授業で習う機会に恵まれており，挨拶や簡単な
自己紹介，買い物などで使うような基本的な会話はできる状態でしたが，医学単語はもちろん日常会話も特
にリスニングはとても難しく，結局ほとんどフランス語は使えない状態でその日を迎えてしまいました。英
語もなんとか日常会話ができるレベルでしかありませんでした。
　留学費用ですが，私はアルバイトなどで20万円程貯め，その他にトビタテ！留学Japanから奨学金として
約30万円いただき渡航しました。これで全て賄えました。
【リヨンでの実習】
　実習先はフランス，パリに次ぐ第 2 の都市リヨンのHopital Louis Pradelです。リヨンの中心部からはや
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や東部に位置するHospices civils de LyonはNeurologique（脳神経科），Femme Mere Enfant（産婦人科），
そしてCardiologique（循環器科）の 3 つの専門的な病院からなる病院群であり，私が 6 週間通った病院は
その中の循環器専門Hopital Cardiologique Louis Pradelといいます。お世話になった小児心臓血管外科チー
ムはNINET教授，HENAINE教授を含む執刀医 4 名，フェロー 1 名，レジデント 2 ～ 3 名の構成でした。
現地の学生はいる時といない時がありました。レジデントのひとりは富山大学の第一外科から留学中の青木
正哉先生です。私の留学中，現地に日本のしかも富山大学の先生がいらっしゃることは大きな安心材料であ
り，青木先生には本当にお世話になりました。先生方のフランス語がわからず理解が曖昧な部分や，スタッ
フとのコミュニケーションの不足している部分を，かなり補っていただきました。また，本来ならば自力で
医局の場所を探したり，食堂を使うためのカードを入手したりなども行わなければならなかったのですが，
そういった事務手続きなどもフォローしてくださり，困ることなくスムーズに実習を行うことができまし
た。慣れない環境の中でも，疾患の勉強や手術の見学に集中できたのは，青木先生の存在が本当に大きかっ
たと思います。感謝してもしきれません。ありがとうございました。
　実習日は平日 5 日間。朝は 7 ：30からNICUと
ICUを回診し，その後 8 ：00から 1 件目の手術が
始まります。毎日 2 ～ 3 件の手術があり，それに
加えICUでの処置や緊急の手術に対応します。対
象疾患は多岐にわたり，先天性心疾患の教科書に
載っている手術はほとんどみることができたと思
います。週に 2 ～ 3 件は成人の手術もあり，小児
に偏ることなく勉強ができました。お国柄から
か，カンファレンスはあったりなかったり，その
時間にカンファレンスルームに行ってみないとわ
からなかったり，急に手術が変更になっていた
り，時間が大幅にずれたりと臨機応変な対応が必
要です。初めて手術をみた時はそのスピードにた
だただ驚くばかりであり，迷いのない手さばきとあっという間に出来上がった綺麗な縫い目にうっとりして
しまったことを覚えています。術野に入れば，そのスピード感と精密さはより圧倒的に感じるところでした。
また，先生方はどなたもとても穏やかであり，手術中鼻歌が聴こえてくることも少なくなく，冗談が飛び交
い笑いのある手術室は日本ではあまり経験がなく新鮮だったように思います。手術見学時は患者さんの頭側
から術野を覗くことができました。初めは麻酔科の先生方の仕事の隙をみつつという感じでしたが，毎日の
ように顔を合わせ，挨拶を交わしていくうちに，仕事がひと段落するとみていいよと声をかけてくださるよ
うになりました。いつの間にか名前で呼んでもらえるようになり，話しかけてもらえるようになり，説明も
してもらえるようになり，何の仕事も出来ないただそこにいるだけの私でもその手術室に居場所を作っても
らえたような気がしました。普段術野に入る時は，糸を切ったり器具を渡したりなどの簡単なことしか出来
ませんが，本当に簡単な手術では，執刀医の前に立ちワイヤーを切ったり縫合などもさせてもらえました。
縫合も糸結びも，日本で習い何度も実践したこと
のある手技でしたが，もう一度丁寧に教えていた
だくことができました。
　病院の中は英語が通じるかと思っていました
が，英語で聞いてもフランス語で返ってくるのが
通常でした。時間が経てば，なんとなく相手が何
を言っているのかわかるようになります。が，そ
れはなんとなくであり，なんとなくしか会話がで
きないことがとても歯痒く感じました。フランス
語は馴染みのない言語でありさらに発音も難しい
ので習得しづらい言語だとは思いますが，現地の
言葉を話せることはその土地で自分という人間を
認めてもらうことに必要なことだと実感すること
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もできました。
【リヨンでの生活】
　ヨーロッパの 5 ， 6 月は晴れの日が多くとても過ごしやすい時期ですが，私がリヨンに到着した日の最高
気温は 7 度と寒く，街の人たちはダウンコートにマフラーをしていました。帰国の頃には30度を超える日が
続き，ここまで気温の振り幅が大きいのは想定外でした。ヨーロッパでは日が長い季節なので夜は21時過ぎ
まで明るく，夜も気兼ねなくリヨンの街を楽しめました。
　病院まではメトロとバスを乗り継いで行っていましたが，帰りは毎日40分ほどの道のりを歩いて帰ってい
ました。最初のうちは毎日違う道を通り，なんでもない住宅街にリヨンという街の素の姿を見ることができ
ました。ふと現れる綺麗な小道に癒され，沢山のお店が並ぶ通りはカラフルで楽しく，すっかり街歩きには
まってしまいました。そのうちお気に入りの道がみつかり，途中にあるパン屋さんでバゲットを買ったりカ
フェに寄ったり，早く帰れた日は旧市街の中心部まで足を延ばし，大胆にリヨンの街を味わっていました。
週末は長距離バスやTERを駆使して様々な場所を旅しました。ペルージュやアヌシー，パリ，ジュネーヴ，
南フランスなどを巡り， 6 週間の週末を本当に満喫しました。
【終わりに】
　フランス・リヨンで過ごした 6 週間は夢のような時間でした。留学している間だけでなく，準備の段階か
ら全てが本当によい経験となりました。病院でみたもの，会った人，出会った症例，全てはそこにいなけれ
ば得られないものばかりで貴重な時間であり，学生の今だから感じること，出来る経験が沢山詰まっていた
ように思います。異国の地で生活をすることは簡単なことではなかったですが，様々なハプニングや壁を越
えてsurviveしたこの経験が，これからの人生に大きく影響していくのだと感じています。
　最後に，このような素晴らしい機会をくださいました芳村直樹先生，現地で実習をサポートしてください
ました青木正哉先生，リヨンの病院の先生方，この実習を支えてくださった全ての皆様に心より感謝申し上
げます。
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2019海外選択制臨床実習報告書
ルール大学ボーフム校附属ノルトライン＝ウェストファーレン州
心臓糖尿病センター
新田弘一朗
渡航先：ドイツ　ノルトライン=ヴェストファーレン州（NRW）バート・エーンハウゼン
　　　　ルール大学ボーフム校附属　NRW　心臓糖尿病センター（NRW-HDZ）
実習期間：2019年 5 月13日（月）～ 6 月 7 日（金）
1 ．はじめに
　私は心臓外科医に大変興味を持っているため，今回の実習を第一外科から医局間提携を行っている NRW-
HDZにて実習を希望しました。なぜ，NRW-HDZでの実習を希望したかと言うと，この施設は年間に心臓手
術を約4,000例，うち心臓移植の件数が約80例行っており，ドイツの心臓外科をリードしている施設である
からです。
2 ．実習の目的
　実習の目的は 3 つあります。
　①ドイツの心臓手術に短期間に大量に曝露されること，②海外で 1 人で生活をおくること，③自身の将来
について考えること
　この目的は，私が外科医になるためにクリアする必要があることを想像して立てました。
　優秀な外科医になるためには，手術の経験が必要不可欠です。医学生では執刀医の経験をすることはでき
ません。しかし，手術見学を通じて術者，助手の動きを学ぶことはできる，また，努力にて到達できる巧さ
を実際に見ることで自分の将来を想像することにつながると考えました。日本では心臓手術の件数は多い施
設でおよそ1,000例ほどです。これは心臓手術をする施設が分散していることが挙げられます。また外科医
1 人あたりの症例数も少ないです。日本ではすべての人が平等に心臓外科医を名乗ることができます。しか
し，海外からみると圧倒的に経験値が低いということが言われています。したがって，海外で経験値を積む
ことが今後の外科養成には必須であると考えます。将来，海外で経験を積むことが必須という前提のもとで，
将来のための試験的経験を積むことが本実習の最大の目的です。
3 ．実習の実際
　実習の実際は，昨年度の先輩方の発表とは異なっていました。ドイツでは医師でないものを術野に入れる
と保険が効かないという仕組みに変わっていました。したがって， 4 週間という期間見学のみという実習内
容でした。NRW-HDZは手術室が 8 部屋あり，小児心臓，呼吸器外科で 1 部屋ずつ，残り 6 部屋を心臓外科
が 1 日最低 2 例行っています。術野に入れないこと，助手ができないことは大変残念でしたが，見学を通じ
て最高の術者，助手の術野の展開，手の動き，手術の流れをたくさん学ぶことができました。経験した症例
は，心臓移植，OPCAB，MIDCAB，MICS（僧帽弁，大動脈弁，三尖弁置換術・形成術），LVAD，David
手術など約40例です。執刀医，助手，看護師，技師，麻酔科医，手術に関わる者たちは全員とても楽しそう
に会話をしながら手術を行っていました。基本的には麻酔科の場所から手術見学をします。麻酔科の先生た
ちは優しく話しかけてくださったり，説明をしてくれました。術野での会話はすべてドイツ語なので，もっ
としっかりとドイツ語を学んでいけば良かったと反省しています。
4 ．ドイツでの生活
　ドイツでは日曜日になると教会に行きお祈りをするからお店が全て閉まる，と聞いて出国しましたが，全
く心配はありませんでした。土日祝日でも田舎の駅前のお店は開いています。ペンションの近くにスーパー
が 3 件，レストランはたくさんあります。したがって，生活には全く苦労しませんでした。生活のことを長々
学生海外研修レポート 61
と書いても仕方ないので， 1 つだけP-fundについてのみ書きたいと思います。P-fundとは購入した飲料の
ペットボトル，缶，瓶をスーパーの回収機に入れるとキャッシュバックするという仕組みです。このためリ
サイクルがとても盛んです。日本でも導入してほしいと思い少しだけ紹介しました。
5 ．最後に
　 4 週間という短期実習を通じて，海外での生活，大量の手術見学，自身の将来について考えること，目的
すべてを果たすことができました。ただし心臓外科に興味がない人が行っても，意義を見つけることは難し
いのではないかと思いました。
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2019海外選択制臨床実習報告書
ルール大学ボーフム校附属ノルトライン＝ウェストファーレン州
心臓糖尿病センター
服部奏子
　2019年 5 月13日から 6 月 7 日までの 4 週間，ドイツ　ノルトライン＝ウェストファーレン州バートエーン
ハウゼンにあるルール大学ボーフム校附属ノルトライン＝ウェストファーレン州心臓糖尿病センターにて実
習を行いました。今回この実習で学んだことをご報告したいと思います。
1 ．海外実習を希望した理由
　私が海外選択制臨床実習に興味を持ったのは， 3 年生の時に友達から海外実習のことを聞いた時からでし
た。しかし漠然と行きたいなという気持ちはあったのですが，特に準備していたわけではありませんでした。
6 年生になってドイツに行かれた先輩の事を知り，挑戦してみようと思いました。
2 ．実習までの準備
　 8 月の下旬に第一外科の芳村教授にご相談し，その後は10月ごろに深原先生にご挨拶しました。 1 月に
入ってから履歴書を向こうの病院に送ったりなどは横山先生がやって下さいました。個人的には12月に航空
券を取り，その後は語学の勉強をしたり，週末の予定などを立てたりと渡航まで忙しい日々を送りました。
3 ．実習について
　実習は毎日朝 8 時から手術室に行って，自分の興味のあるオペを見学に行っていました。毎日日本とは比
べ物にならないくらいの沢山の手術が行われており，日本ではなかなか見ることのできない心臓移植などを
見ることができました。手術室では麻酔科の立ち位置から手術を間近に見せて頂きました。術野には入るこ
とはできませんでしたが，執刀医の先生からその場で教えて頂く事もあり非常に勉強になりました。私が初
日に驚いたのは，手術室の先生を含めスタッフ全員がジョークを言い合ったりと非常に明るい雰囲気であっ
た事と，手術のスピードです。ドイツでは週ごとに設けられた病院でのみ手術が行われるため，病院の先生
方の執刀数が多くスムーズに手術が進行していました。病院には10年ほど働かれている日本人の先生，秦先
生と古川先生がおられました。特に秦先生には，実習終了後にご自宅に招いて頂き，ドイツで日本人が執刀
するのは如何に大変なことなのかなど様々な事を教えて頂きました。
ペンション病院
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4 ．生活について
　病院から徒歩10分ほどのペンションに泊まっていました。ペンションは実習が決まった際に，向こうの病
院の事務の方が取って下さいました。ペンションのオーナーの方とは非常に仲良くなりよくおしゃべりして
いました。ペンションに洗濯機はないのですが，好意でオーナーに洗濯して頂き，本当に助かりました。食
事は病院の食堂が朝から夜までやっているので， 2 食食べることもありました。去年までは職員は無料だっ
たらしいのですが，今年から有料でした（職員割引はあります）。週末は鉄道を使って各地に旅行に行きま
した。デュッセルドルフでは，産婦人科医として働かれている中川フェルベルク美智子先生ともお話でき非
常に有意義な時間となりました。
5 ．最後に
　初めは分からない事ばかりで不安でしたが，帰ってきて振り返ってみると本当にいい経験になったと思い
ます。このような機会を下さった，第一外科の芳村先生，深原先生，横山先生，本当にありがとうございま
した。また色々と教えて下さった先輩方，後押してくれた両親に感謝です。
中川フェルベルク美智子先生と飲み屋で愉快なお兄さんと
Toyama Medical Journal　Vol. 30　No. 1 　201964
2019海外選択制臨床実習報告書
Semmelweisuniversity
小泉麻里子
　2019年 1 月21日から 2 月20日までのおよそ 1 ヶ月間，ハンガリーのSemmelweis大学産婦人科にて実習を
行いました。今回，この実習で経験したことをご報告いたします。
1 ．海外実習を希望した理由
　留学を経験されている先生方や先輩方から経験談を聞く機会があり，自分も海外の医療に直接触れたいと
考えていました。 6 年次の海外選択制臨床実習は，学生という留学のハードルが低いうちに海外で学べる
チャンスであり，そのような貴重な機会は逃したくないと思い，ハンガリー Semmelweis大学での実習を希
望しました。
2 ．実習までの準備
　 3 人で同時に受け入れていただけたこともあり，留学先との連絡，航空券の手配，下宿先の手配，必要書
類の手配など，事務的な準備は分担して行いました。勉強面に関しては，QBの産婦人科分野を解く，医学
英語の確認，産婦人科用語は辞典を作るなどして海外での実習に備えました。
3 ．実習について
　実習は， 8 時～15時（金曜は13時まで）で，早めに登校しその日のスケジュールを確認したのち，興味の
ある分野を集中的に見学しました。私の場合は婦人科オペ室を中心に，分娩室，内分泌外来やoncologyの病
棟に行きました。実習した中で日本と圧倒的に違うのは，分娩やオペの速さと数です。婦人科手術では，腹
腔鏡手術を中心として 3 部屋同時に，縦に 3 ，4 件入っている日もあり，大胆かつ素早く進行していました。
婦人科手術にも何度も第 2 助手として参加させていただくことができ，ハンガリー語で手術が進む中，自分
には英語での指示や解説をしてもらいました。マスクで声がくぐもる中，慣れない英語での指示を聞き分け
るのは中々難しかったですが，術野展開についてどうしたら執刀医が見やすいかなど，具体的にアドバイス
をいただき非常に勉強になりました。
　また実習を振り返り，最も刺激的だったのは現地の学生の存在です。様々な国から留学生を受け入れてい
るため，ハンガリー語，ドイツ語，英語クラスがあり，皆共通言語である英語で会話をするという非常にイ
ンターナショナルな環境でした。時には手術に参加したい現地学生と，私達留学生の間で術野争いを繰り広
げることもありましたが，待ち時間にはお互いの国のカリキュラムの話や，将来の話など様々な違いに触れ
ることができ，貴重な経験となりました。
4 ．Budapestでの日々を振り返って
　実習中心の生活でしたが，観光や生活面も充実していました。
　下宿先は大学，駅，ショッピングセンターに近く，治安も良かったので特に困ったことはありませんでし
た。ただ，食品スーパーでは見慣れた食材・調味料は少なく，時に日本食が恋しくなることもあり，全く異
なる文化圏で生活することの大変さを知りました。
　観光面では，ブダペストの世界文化遺産であるドナウ河岸をはじめとして，国会議事堂や王宮など，休日
を使って国外にも足を伸ばし，チェコのプラハまで行きました。ブダペスト市内は歴史的建造物はもちろん，
可愛い雑貨屋さん，お洒落なカフェが予想以上に多く，休日の過ごし方に困ることはありませんでした。
　またブダペストの生活の中で個人的とても良かったと感じるのは，コンサートのチケットがかなり安く手
に入ることでした。流石ヨーロッパ，ブダペストは音楽がかなり根付いた街で至る場所でコンサートが行わ
れており，地元のおじさまおばさま方に混ざってコンサートに何度も足を運びました。私自身，大学では管
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弦楽団に所属することもあり，ウィーンフィルのブダペスト公演に行けたことはとても良い思い出となりま
した。
5 ．最後に
　最後になりましたが，実習を行なうにあたってご尽力下さった産科婦人科学　斎藤　滋教授をはじめ，お
世話になった方々に心から感謝いたします。ありがとうございました。
↑Dr. Szaboと大学近くのcafeで
↑Prof. LigoとSemmelweisの記念碑の前で
Toyama Medical Journal　Vol. 30　No. 1 　201966
2019海外選択制臨床実習報告書
SemmmelweisUniversity
増田聡美
　2019年 1 月16日から 2 月22日まで，ハンガリーのブダペストにあるSemmmelweis Universityにて産婦人
科の実習をさせていただきました。
1 ．海外実習を希望した理由
　英語の必要な環境下で医療に触れることのできる機会があれば行きたいと思っていたこと，そして産婦人
科が特に興味のある診療科の一つであったことが挙げられます。
2 ．準備
　出発前にメールでやり取りをしつつ在学証明書や健康診断書，各種保険などの書類と宿泊場所，航空券な
ど移動手段の準備を行いました。宿泊先を決める上では，学生寮や学生対象のアパートなどを先方の秘書さ
んから教えて頂きましたが，大学との距離や付近の治安，また写真等で内部の様子などを考慮して長期滞在
型のアパートメントを選択しました。
3 ．実習について
　規定のプログラムはないため，興味のあるものは何でも見に来て良いと初日に教授や先生方に言われまし
た。その言葉通り非常に自由度の高い時間を過ごすことができましたが，日々何を目標にするべきか，とい
う点は毎日の悩みどころでした。実習内容としては手術の見学や術野への参加，生殖医療や超音波検査等の
外来診療の見学をさせていただくことができました。私は婦人科腫瘍に興味があったので，主に手術の見学
をしていました。毎日 8 件前後の手術が行われていて，日本で見た事と比較しながら見学しました。先生方
の人数も多く，手技もスピーディーで手術件数が多かったように思います。帝王切開を見学する機会に恵ま
れ，毎日のように新しい命が生まれていくのを間近で見ることができたのは非常に感動的で，とても印象に
残っています。術野に入ると手術が終わる際に術者の先生がありがとう，と握手をしてくださり，文化の違
いを感じました。
　ハンガリーではハンガリー語が公用語で，先生同士や患者さんとの会話内容は分かりませんでしたが，先
生方や現地の学生さんが英語で説明をして下さいました。手術や外来の見学中に質問すると，どの先生もお
忙しい中丁寧に答えてくださいました。当初はこんな質問してもいいのかな，と躊躇うこともありましたが
黙っていることが一番無意味だと思い，自分の理解度を明らかにするためにも何でも訊いて，分からない部
分は聞き返して，それでも分からなければ後で調べるということを繰り返して過ごしていました。
Dr. Sabo 言語を使い分けて様々な国籍の学生に
丁寧に解説をして下さいました
大学病院外観　産婦人科棟
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　また，ハンガリーでは女性医師の割合が多く，半数以上が女性でした。特に産婦人科は女性の割合が多
かったのかもしれませんが，学生においても女性が65%以上を占める学年もあると聞きました。単純に日本
と比較することは難しいですが，人数が多ければ女性医師の働きやすさも違うのではないかと思いました。
4 ．生活について
　ブダペストは北海道より高緯度に位置するため防寒対策をしていきましたが，冷え込むことも少なく，乾
燥した過ごしやすい気候でした。治安もよく，コンサートや美術館に出かけるなど芸術や観光も楽しみ，現
地生活を満喫しました。ハンガリー語もいくつか練習しました。一緒に行った 2 人がハンガリー到着後，す
ぐに挨拶を調べて使っていて，教えてもらいました。私は英語で挨拶すればいいのではないかと思っていま
したが，滞在中に様々な人と会話をする中で相手の国の挨拶を使うことはその国やその人への興味・関心等
を伝えることにもなると感じました。 2 人には他にも随分と助けてもらいました。
　学生との交流が持てる寮のような環境での生活も良かったかもしれませんが，大学からも近く，交通や生
活の便も良い快適な住環境で安心して過ごせたのでよかったと思います。
5 ．最後に
　婦人科だけではなく，何度も赤ちゃんの誕生に立ち会えたことで産科領域への関心が高まりました。もっ
と英語ができたら，もっと勉強していたらと後悔することも多くありました。英語に関しては会話力も，医
学的な単語力も世界の医学生と大きく差があることを痛感しました。悔しい思いや情けない思いもしました
が，色んな事に自由にトライさせていただける環境はとても貴重でした。様々な点で自分のこれからのキャ
リアを考える上で大きな影響を得ることができたと思います。このような機会を与えてくださった斎藤先
生，受け入れを承諾してくださったSemmelweis大学の先生方や現地の皆様，健康診断等にご協力下さった
山城先生，お世話になった全ての方々に感謝申し上げます。ありがとうございました。
←Prof. Rigó
お会いするたびに実習
の様子を気にかけて下
さいました
分娩のお手伝いをさせ
ていただいた際はとて
も緊張しました
→Ms. Szlaby
秘書さんです
お世話になりました
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細井毬愛
　2019 年 1 月21 日～ 2 月20 日 までの 5 週 間，ハンガリーのブダペストにあるSemmelweis Universityの
Department of obstetrics and gynecologyにて実習を行いました。今回の実習で学んだこと，感じたことに
ついてご報告します。
1 ．海外実習を希望した理由
　大学入学時より海外での臨床実習に興味を抱いていました。日本とは全く異なる環境で実習をすること
で，自分の語学力の向上を目指すだけでなく，日本と海外の医療や環境の違いを感じたいと思い海外実習を
希望しました。
2 ．実習までの準備
　 5 年生の 7 月に開かれた海外選択制臨床実習報告会に参加した後，自分の将来の志望科として強く興味を
抱いていた産婦人科の齋藤教授に海外での選択制臨床実習についてご相談しました。齋藤教授が以前から親
交のあったSemmelweis Universityの産婦人科のProf．Rigoに受け入れをお願いして下さり，今回の実習を
承諾して頂きました。
　実習までの流れとしては， 8 月末に自己推薦文を送付， 9 月中旬に受け入れ承諾を頂き，10月下旬から航
空券や滞在先の手配，保険や感染症に関する診断書の手配などの準備を進めました。
　また，今回Semmelweis Universityにて実習を行った 3 名で事前学習として産婦人科や英語の勉強会を数
回行い，英語での実習に備えました。
3 ．実習について
　Semmelweis Universityでの実習では決まったプログラムやスケジュールはありませんでした。毎朝病院
へ行き，掲示されているその日 1 日の産科婦人科の手術予定や外来予定を確認し，その中で自分が見学・参
加したいものを選んで実習を行いました。各自の主体性に任せたこの実習は，これまでの大学での実習とは
大きく異なっており，初めのうちは戸惑いました。しかし，自分でスケジュールを決めることで見学したい
ものをとことん見学でき，最終的にはとても充実した実習生活となったと考えています。
　今回のSemmelweis Universityの実習で私は産科を中心に実習を行い，特に生殖医療と超音波スクリーニ
ングに重点を置いて見学しました。生殖医療部門では外来の見学を始め，IVF-ETのための採卵・胚移植や
人工授精などの手技の見学をしました。Semmelweis Universityでは学生 1 人 1 人にtutorの先生がつくので
すが，私のtutorのProf. UrbanscekとDr. Posciが生殖部門の先生だったこともあり，ハンガリーでの不妊治
療や日本との違いについて詳しくお話を伺うことが出来ました。また，大学で紹介患者への超音波スクリー
ニングを専門的に行なっているDr. Szaboを紹介して頂き，週に 2 ， 3 日は彼の外来に参加しました。非常
に教育熱心な先生で，超音波で出している各断面について一つ一つ丁寧に繰り返し教えて下さり，とても勉
強になりました。見学するだけではなく，実際に患者さんへの胎児エコーを何度かやらせて頂いたり，先生
が当番に当たっている日のDelivery roomでの当直に一緒に参加させて頂いたりと，とても貴重な経験をす
ることが出来ました。
4 ．生活について
　滞在先は 3 人でアパートタイプのホテルの 2 ベッドルームを借り，宿泊費は 1 人 6 万円程度でした。大学
病院まで徒歩 7 分，最寄りの駅・スーパーまで徒歩 3 分という好立地であり，生活自体はとても便利で充実
していました。ブダペスト市内の中心部までも地下鉄で 3 駅程と交通の便も良く，放課後や休日にはブダペ
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スト市内の観光も行いました。ハンガリーにはブダペスト以外にも魅力的な都市がいくつかあり，日帰りで
の旅行にも何度か出かけました。ハンガリーの歴史や文化にも触れることが出来，充実した 5 週間を過ごす
ことができました。
5 ．最後に
　英語での臨床実習は，自分が想像していたよりも何倍も難しかったです。特に，相手の言っていることが
分かっていても自分の伝えたいことを十分に伝えられず，もどかしく感じることが何度もありました。今後，
医療英語をきちんと勉強し，語学力をあげたいと強く感じています。失敗も多くありましたが，それ以上に
Semmelweis Universityで 5 週間の実習をやり遂げたことは私にとって自信になりました。今後の自分の人
生においてかけがえのない経験となることと思います。
　海外での実習を行うにあたってご尽力頂いた産婦人科の齋藤教授を始め，お世話になった多くの方々に心
より感謝申し上げます。貴重な経験をさせて頂きありがとうございました。
Dr. Pocsi
左；Prof. Urbancsek，右；検査技師さん
Budapestの街並み
Dr. Szabo
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ReportingaboutItalyclinicalclerkship
Hayato CHIKAMATSU
　I will share with you my experience to study abroad to Italy by Toyama university school of medicines 
the program, overseas clinical clerkship.
　I visited Catholic University of the Sacred Heart,Italy name; Università Cattolica del Sacro Cuore
（hereinafter, referred to as “UCSC”） and did clinical clerkship at Agostino Gemelli University Polyclinic
（hereinafter, referred to as Gemelli ） and reached at the Institute of Bioethics and Medical Humanities 
in UCSC.
AboutUCSCandGemelli
　UCSC is an Italian private research university and is the largest private university in Europe and also 
the largest Catholic University in the world. This university has 5 affiliated campuses; its main campus is 
located in Milan and its medical school is in Roma.Gemelli serves as the teaching hospital for the medical 
school of UCSC and has about 1500 beds. Gemelli is the largest hospital in Rome and also the second one 
in Italy. The hospital is named after the founder and first rector of UCSC, Agostiono Gemelli. He was an 
Italian Franciscan friar, physician and psychologist.
Thepurposeofmyoverseasstudywas
1 ．Learning how physicians do consultation based on the ethics through Clinical clerkship and following 
clinical ethics consultation 
2 ．Deepen my understanding about personalism in Medical Ethics 
　I rotated 2departments each for 3weeks;Obstetrics and Geriatrics. In clinical clerkship in Gemelli, I 
usually worked and followed with residents. Residents in this report means physicians who have 
graduated medical school in 5years.In Italy medical education, it takes 6yeas for medical students in Italy 
to graduate and then they choose specialized courses.
　In Obstetrics,I had seen in 1st week Professors’ ultrasound consultation for out patients with, and in 2nd 
week I worked with some residents at the obstetrics pathology and the delivery room called “sala 
parto”in Intaly. Delivery room has 6rooms and 3operation rooms in the same floor. They have 2-3 
Caesarean operations everyday.
The front view of the hospital The statue of John Paul Ⅱ
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　In obstetrics I have seen ultrasound consultation and emergency room for out patients, and worked 
with the residents at the obstetrics pathology and the delivery room. I don’t know the rotate system for 
obstetrics residents but they  did different tasks everyday. So I had to attend the different teams 
everyday and start with my introduction. Of course I sometimes followed the same doctors and in the 
latter half got along with them but I had the difficulty to overcome this. So it was important to build the 
relation of trust. For example, while they were explaining I mage the next questions, and found and did 
what I can for patients. In pathology, I went around the floor and put Cardiotocograms every pregnant 
who needed monitoring. In delivery room, I saw the 1 st operation at fist and then asked the doctors to 
attend the next operation and do 2nd assistant.
　In Geriatrics, elderly people have various disease, background, and their own sense of value so I think 
it is difficult thing but interesting field to see them. In clerkship I worked as a hospitalist and saw 3-4 
patient at once with the residents.
　I cannot forget 2patiens and I want to share this episode. This is the last day in Geriatrics.I went to say 
goodbye to my patients and When I arrived the floor, a woman said to me Inglese （the word means 
English in Italy） and talked about something in Italy.I didn’t know her and catch what she said but the 
girl who was with her took me No.22 room and I saw him. He always wanted to get alcohol gel when I 
went to his room and saw him and I pushed out gel on his hands and then he slapped it his top of head 
and cooldown. And last time, he told me “You are my good Inglese doctor”. I was so happy to hear the 
word. 
　In a few minutes, I went see another patient. He was the longest hospitalized patient I saw and helped 
to physical examination practice with Italy medical students. At first time he was in good but gradually 
got worse and after weekend he looked painful. He wanted to deliver something but couldn’t say. I 
checked his O2 volume but didn’t have idea to do but just hold his one of hands and left his room. While 
boarding flight I got sad news of his death. 
　I couldn't do anything after getting “a good doctor. I’m thinking back about what I have been able to 
do after spending a year and a half at the hospital. When I was asked by one of my friends in Italy 
whether I have a choice to extend my study abroad, I told him I wanted to remain, but I couldn't. There 
are various situations and reasons, but most of all, my helplessness is obvious, and it was better to return 
to Japan to fill the gap. I've been backed to my daily life, but I have decided to spend my life to be a real 
“good doctor”.
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2019海外選択制臨床実習報告書
MontrealGeneralHospital
一木優太郎
　私 は 今 回，2019年 3 月22日－ 4 月19日 までの 約 一 か 月 間 をカナダ・モントリオールにあるMontreal 
General Hospital のDivision of Thoracic surgery and Upper GIでobservershipを行う機会をいただきまし
た。この病院はMcGill Universityの教育病院としての位置づけです。ここで私は毎日 6 ：30 AMからチー
ム回診をして，その後，外来や手術（胸部外科と食道・胃の上部消化管手術）を見学したり，時には自分で
できること，させてもらえることを行ってきました。その中で日本（富山大学附属病院）とモントリオール
（Montreal General Hospital）の医療の違いをまさに肌で感じてきました。この病院の設備は言ってしまえ
ば古く，やり方も要領が悪い感じることもありましたが，当院第一外科教授，芳村先生のお言葉を借りれば
「手術は共通」で，手術やオペ室の出入りを通して多くのことを学びました。その中で，日本人のオペレー
ターは一つ一つの動作がとても丁寧で我慢強く，手術を行っているという印象でした。また現地の生活を通
して，日本人で良かったと思うことが多々あり，世界から見た日本人としても自分という視点を得ることが
できました。また今回のステイは今後のキャリアの上で一つのベンチマークの参考になったと感じています。
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小林朋近
実習期間：2019年 5 月 1 日～2019年 6 月22日
1 ）実習先を選んだきっかけ
　海外旅行が好きで，アドバンス実習で海外に行こうと以前から考えていました。
　呼吸器外科を実習で回った際に本間先生に声をかけていただきました。
　外科志望で，特に呼吸器外科に興味があったので，自分にはぴったりな機会でした。
2 ）出発までの準備
　本間先生に英語の履歴書（CV）とワクチン接種歴を提出しました。CVは，英語の木村先生に添削してい
ただきました。その後は，現地の秘書さんとメールでやり取りしました。
　下宿先を自分で探さなければいけないので，ここで英語の壁にぶち当たりました。現地の賃貸と連絡がつ
いても断られることを繰り返し，なかなか部屋が見つかりませんでした。時差の関係で深夜に国際電話や
メールをしたのは，良い思い出です。結果的にAirbnbというルームシェアサービスを使いました。会社が
仲介してくれますが，同居人がどんな人かは運の要素が大きいです。私は 1 ヶ月ずつ違う部屋を借りました。
前半の 1 か月は，コートジボワール出身の女性と，後半の 1 か月は，アルゼンチン出身の男性とブルンジ出
身の女性とその彼氏の 4 人でルームシェアをしました。気を遣うこともありましたが，一緒にお酒を飲む機
会もあり，楽しい下宿生活でした。
　文部科学省の留学生奨学金制度（トビタテjapan）に応募しましたが，落選しました。
　沢山の書類が必要で期日当日に慌てて提出したので，当然の結果ですが，選出されれば，国から十分な補
助金がもらえるので，挑戦する価値はあると思います。
　モントリオールは，ケベック州に位置しフランス語圏です。
　街はフランス語であふれていますが，英語で不自由なく生活できます。
　時々患者さんが，フランス語しか喋ることができないときもありましたが，病院内は基本的に英語です。
英語の勉強として，海外の医療ドラマをよく見ていました。
3 ）実習プログラム紹介
　カリキュラムが決められているわけではないので，手術に入りまくる武者修行という感じです。平日は以
下の流れでした。
　朝 5 時～ 5 時半起床。公共交通機関で通勤。
　 6 時半から回診， 8 時過ぎから手術（一日 2 ～ 4 件）
　17時～18時終了。
　Montreal General Hospital（MGH）の胸部外科は呼吸器と上部消化器を扱っています。
　 2 ヶ月間で手術がない日が，4 日あり，午前は上部消化管内視鏡見学で，午後はクリニックの見学でした。
　病棟業務はできることがないので，手術に入って助手をするのが楽しかったです。
　必ず術野に入ることができます。
　開胸，縫合，カメラ持ちなど積極的に参加させていただきました。
　立っているだけの日もあれば，終日，先生と私の二人で手術する日もありました。
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4 ）実習で気づいたこと，感じた事
　出血しても止めれば良いという考え方で攻めた器具の動かし方をする先生が多かったです。食道切除術が
5 ～ 6 時間で，日本より早く終わるのもそれが理由ではないかとカナダの先生は言っていました。肺動脈か
ら出血して，胸腔鏡から緊急開胸になった症例も何度かみました。
　実習で来たマギル大学医学部 2 年生がレジデントのように，患者さんに説明を積極的に行っているのは驚
きました。
　特に印象に残っているのは，緊急手術中の患者の死亡症例です。
　肺全摘術の際に，腫瘍がとても脆く左心房にまで及んでいたため，腫瘍に触った際，腫瘍が破裂して，左
心房肺動脈領域に大きな穴が空きました。三本のサクションでの吸引。
　心静止し，心臓に電気ショックを使いましたが，厳しい状況でした。
　目の前の命を救おうと，関わる人たちの熱意と騒々しい雰囲気に鳥肌が立ったのを覚えています。
　他にも，厳しい症例も多く予期せぬ血管からの大量の出血も，冷静に対処していて，外科医が常に患者の
死と隣合わせにいることを痛感しました。
　個人的な感動シーンは，私のことを訂正しても，“トミコッチャ”と呼ぶ先生から，名前で呼ばれ，手術
に入るようにお願いされたときです。
5 ）実習先での生活
　モントリオールはとてもおしゃれな街で，歩くだけで楽しいです。
　 5 月の頭は，コートが必要なほど寒かったですが，暖かくなり，とても過ごしやすい気候でした。卒業試
験や国家試験の不安はありますが，この季節の実習はおすすめです。
　OPUSカードを作ると，メトロとバスが月85$で乗り放題で，これを使って移動しました。
オペ室の看護師さんたちフェロー，レジデント，学生で回診
ダンスを教えましたよく遊んだ友人たち
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　昼飯は病院のカフェ，夕飯は基本的に外食をしていました。かなりハイカロリーな生活でした。
　日本よりもキャッシュレスが進んでいて，クレジットカードを持って行って良かったです。
　Simフリーのスマートフォンが必須だと思います。日本で使っていたものをそのまま使えるのは，便利で
す。病院内で使用でき，分からない単語をすぐ調べられますし，隙間時間に，国家試験を解いたり，友達と
連絡をとったりしていました。
　平日実習後は，できるだけ現地でできた友達と遊びました。
　英会話ができなかったので，なるべく人と会ってアウトプットしようと心がけました。
　私はストリートダンスが特技なので，その繋がりで友達ができたことや上手くいったこともありました。
　土日は，フェスティバルに行ったり，友達の車でナイアガラの滝に行ったりしました。
６ ）後輩へのメッセージ
　友達や先生方との共通の話題は，日本の漫画やアニメ，海外で活躍するアスリート，有名な日本人医師に
ついてで，世界を舞台に活躍している日本の先人たちを本当に尊敬しました。
　日本での実習で手術をよく見ておくと，カナダの手術室で，日本との違いを説明できて，話が弾むと思い
ます。
　自分の気持ちを英語で伝えることができず，もどかしい思いを何度もしたので，海外の病院で実習したい
と思っている子は，英語で考える癖をつけておくと良いと思います。
　と言っても，なかなか難しいので，とりあえず海外選択実習に行くと良いことをお勧めします。異国での
2 か月間の生活や日本とは違う医療に携わることができる経験から得るものは大きいです。
　最後になりましたが，快く送り出してくれた両親，実習を行うにあたってご尽力いただいた第一外科の芳
村先生，本間先生，お世話になった多くの方々に心から感謝します。
Team thoracic surgery
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2019海外選択制臨床実習報告書
JohnA.BurnsSchoolofMedicineUniversityofHawaii
伊藤綾華
　まずはじめに，奥寺先生，学務課の皆様，今回このような貴重な機会を与えてくださりありがとうござい
ました。毎日が刺激的で，辛いことも楽しいことも全てひっくるめて私にとって海外に対する人生観が大き
く変わった貴重な経験となりました。
【留学までの流れ】
　JABSOMに最初に行かせて頂いたのは
3 年生の基礎配属の時です。元々救急医療
サークルSALTの部長を務めさせていただ
いていた時から危機管理医学講座教授の奥
寺先生の元によく顔を出していたこともあ
り，馴染みのある研究室を選びました。そ
して基礎配属で初めて医学教育とシミュ
レーション教育について触れ，大変興味を
持ちました。以前の大学で教育学部に所属し教員免許を取得し，教育分野に興味
があった事に加え，SALTで知らず知らずにBLSやICLSのワークショップ（WS）
を通じて医学教育におけるシミュレーションを学び熱中していた事がこの分野に
興味を持ったきっかけです。偶然，基礎配属中に奥寺先生が旧知の仲である
JABSOMのSimTikiおよびCritical Careの professor Benjamin Berg先生の元へ仕事で行く機会があり，こ
れはシミュレーション教育の最高峰であるハワイ大学に行けるチャンスだ！と思い連れて頼み込んでつれて
行ってもらいました。そこでたった 1 日だけですが，シミュレーションを医学教育に取り入れている施設を
見学させていただき，改めてシミュレーションをより学びたいと思うことができました。その後アドバンス
での海外選択制臨床実習でまたハワイ大学に行くことを密かに画策していました。
　その後奥寺先生の元で研究室に入り，学会発表を 2 度させて頂いたりシミュレーション教育をSALTの
WSで取り入れて実践するなどして着実に準備を重ね，ついにアドバンスでのハワイ大学JABSOMへの留学
が決定しました。ハワイ大学への留学は奥寺先生が長年ハワイ大学と提携して下さっていたおかげで実現で
きました。改めて感謝です。JABSOMとの連絡は一度基礎配属で顔合わせをしていた事もありスムーズに
進みました。しかし留学に行く事が決定した時期が 9 月半ば，出発が 1 月 5 日だった事もあり，準備期間が
非常に短かったです。まず行わなければならなかった事が，①宿舎の手配，②語学留学先の決定，③飛行機
の手配でした。
①宿舎は短期で借りられる所はたくさんあるが，とにかく金額が高い。そしてセキュリティなどを考え始め
たら訳が分からなくなり自分で探す事を断念しました。そのかわり，②で見つけた語学留学先で提携してい
る学生寮に入居が決まりました。学生寮のメリットは，ほぼ全員外国人で英語を話し続けなければいけない
事，セキュリティーがしっかりしており常に人の目があるから安心，外国人の友達ができる，お値段は諸々
込みで安い。ホームステイにしなかった理由は，門限がある，大学から遠い，口コミを見たら当たり外れが
大きいなどです。
②他の海外臨床実習組と違うところが，JABSOMへの留学は，語学が出来ないと認められないという条件
があったので，午前中は語学学校に通わなければなりませんでした。英語はほぼ話せない状況だったので，
DMM英会話を半年間毎日25分Skypeでやっていた事もあり，DMM英会話の留学斡旋部門からハワイにあ
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る語学学校を紹介してもらい選びました。その結果，GlobalVillage HAWAIIに決定した。理由は中～上級
クラスには日本人がほとんどいない事，少しお値段は高いがパンフレットやホームページをみて充実してる
雰囲気を感じた，speakingがメインである事，学生寮などの提携が有ること，大学から近くアラモアナセン
ターの目の前にある立地の良さなど踏まえて決定しました。実際DMM英会話のエージェントが，VISAや
宿泊の手続き，留学の手続きを全てやってくれたので全く時間的負担にならずスムーズにできたのではない
かと思いました。
③飛行機はANAにしました。格安航空券にしようかと思ったのですが，友人達に飛行機が落ちても知らん
ぞ，私たちのお土産がその飛行機でなくなったらどうするんだと謎の叱咤を頂き，安心安全ANAにしまし
た。スーツケース 2 個追加料金なしで持っていけるのはいいなと思いました。
　これが全て決定した上で，JABSOMのSimTikiに医学生兼研究員として配属する形で留学となりました。
JABSOMとのやりとりは，全てメールで留学期間の滞在先，日程，必要経費，JABSOMのSimTikiへの登録
などです。こちらは①～③が全て決定した上で連絡したことでスムーズに事が運びました。
【ハワイでの日々を振り返って】
①JABSOM SimTikiでの実習
（↑with JABSOM SimTiki member）
　語学学校が午前中，午後は大学に行く日々を過ごしていました。
SimTikiでは自分の席もいただき，医学教育の論文を読みディス
カッションをし，シミュレーション教育のテキストを読み，実際に
ハワイ大学の医学生 3 ・ 4 年生にシミュレーション実習の為のシナ
リオを作ってみたりしました。時にはFCCSのコースを受講し集中治療について学び，座学を受け分かる内
容は頭にスーッと入ってきました。これは富山大学で小児心臓を実習で回った時に芳村先生や東田先生らの
熱血指導を受け勉強しといてよかったとしみじみ思いました。しかし早すぎて何言っているのか分からずポ
カーンとしていると先生が「Aya，Do you have a question？」と聞き「it is difficult for me to understand 
about it!!」とダダをこねると「study hard!」と一蹴されていたのは笑える反面涙も出そうでした。ハワイ大
学の医学生 3 ・ 4 年生に混じってシミュレーション実習に参加や見学させてもらっていました。英語が全て
は分からないので電子辞書を片手に，頭をフル回転させてついて行きました。時には何を言っているのか本
当にわからなくなり呆然とすることもありましたが，一緒に参加して最高峰のハワイ大学の授業の一つを受
けれたことは私にとって財産になりました。そもそもアメリカの医学生は 4 年間別の大学に行ってから，医
学部に入学するので年上の方が多く勉強に対する意欲も高いからかもしれませんが，シミュレーションを何
度もやることで，臨床実習が更に有意義なものになり知識の定着と手技のスキルアップにつながると学生達
から聞きました。実際 3 年生と 4 年生を比べると，判断の速さ，手技のスムーズさ，なにより班員同士のチー
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ムワークの良さが格段と伸びていることに気づきました。日本の医学教育はもちろん座学メインで，CBT
が終わり次第OSCEを行いますが，これはテストの為だけであり継続して行和なければこのOSCEの意義は
失われるのではないかと思います。アメリカのようにこのシミュレーション教育を 1 年次から取り入れるこ
とで，安全管理を定着させ，知識・技術の向上，コミュニケーション力の向上が図られ医学教育はより精錬
させたものになるのではないかと思いました。何はともあれ，将来シミュレーション医学教育と日本国の政
策の一つのsociety 5.0の統合が可能になるための研究も医師として教育者として出来たらいいなと思うこと
ができた実習でした。最後に，SimTikiの先生方から修了書をもらい沢山お言葉をいただけた事は今も胸に
残っています。この私のキャラクターは世界でも通用するのだと確信した実習でもありました。
②語学留学
　午前中の語学留学は，まず入学時にクラス割り振りの為の試験があり，speaking・writing・reading・
grammarの 4 つを行います。 1 ～ 4 のクラスは午後の初級～中級， 5 ～ 7 のクラスは中級～上級となって
おり，奇跡的にレベル 6 のクラスに割り振られたました。クラスの仲間はほぼ外国人で，スイス・ブラジ
ル・韓国・イタリアの人達がいました。毎週木曜日にspeakingとwritingのテストがあり，点数次第でクラ
スのレベルが上下していました。毎朝 8 時30分～12時までとにかく嫌でも話さなければならない環境でした
が，その甲斐もあり臆することなくみんなと話し，時には笑いを取れるレベルまではなりました。やはり留
学に行ったからには話せるようになることも目標の一つでしたので英語の勉強ができたのはとても幸運でし
た。また，この毎朝平日この授業のお陰でディスカッションも出来るようになり，大学でそれが生かせまし
た。毎日会話をし英語を聞き生活することが英語上達の近道なのだなと実感しました。ちなみに，このクラ
スで知り合った友達にヘリコプターに乗せてもらい，上空で酔って吐いた事を，嬉々として授業で話したら，
その週は事あるごとに「Vomiting girl」と呼ばれ，みんなと仲良くなれました。
　基本的に語学学校から毎日宿題がだされます。それを丁寧にこなすのと同時に，日本でも続けていた
DMM英会話をハワイでもやっていました。また英語で日記は毎日書いていました。単純ですが，今日感じ
たことを書いておくときに新しいフレーズを使えるようにし，次の日に言葉で言ってみるのは大切だなぁと
思いました。継続は力なりとは言いますが，その通りですね。帰国して思うのは，英語が耳に入ってきたと
きに何言ってるか大体わかるということ，ハワイ大学で一緒に留学生として研究をしていた韓国人の男の子
が日本に遊びに来た時も以前と変わらず英語で話せたことで本当に行ってよかったなぁと思います。今度は
スイスのみんなが日本に来るのでそれを楽しみに英語をもう少し勉強しておこうと思います。下の写真は，
卒業式です。
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③友人達
　ほとんどは語学留学で同じ学生寮に住んでいるス
イス人のみんなと遊びに行っていました。彼らは本
当に優しくてことあるごとに遊びに誘ってくれまし
た。 2 泊 3 日でハワイ島に泊りがけで旅行にいった
のは一番のビッグイベントでした。皆がスイス語で
話している間は本当についていけず本当に辛い，な
んで私はついてきてしまったのだと後悔しまくりで
したが，それでも皆が私に話しかけてくれて気を
使ってくれて一緒に楽しもうと言ってくれました。
人種や言葉が違っても，こうやって優しく仲間に入
れてくれるみんなは本当に素敵だなと思い，私に
とって価値観を変える大きなきっかけになりまし
た。他には寮のみんなでBBQし，いろんな山に上
り，ダイビングをし，ヨガにいき，ビーチでのんび
りし，ご飯を食べに行き，最後の週にはクラブに
行ったり土日はとにかく遊びに行きました。また同
じ寮に日本人の女の子 2 人と韓国人の男の子もいて
そのグループでもハワイの出雲大社やジェラシック
パークのロケ地など羽を伸ばしていました。最も命
を救われた事は，第 2 周目にスイスの子と一緒にイ
ンフルエンザにかかり，高熱と戦っていた際，看護
師の子が私に梅干し入りのそうめんを作ってくれた
事です。海外で病気をする恐怖を実感しました。時
には誰とも話したくない日があり，そんな日は夜遅
くまでカフェに引きこもって勉強したり，寮で居留
守を使うこともありました。最後の日には，みんな
が泣いてくれて抱きしめてくれて，心からこの寮で
よかった・留学にきてよかったと感極まる思う一
方，特にイケメンスイス人とハグできるチャンスは
今この瞬間しかないと思い全力でハグしてきました。
【費用と生活】
　おおよそですが
　JABSOM：12万　飛行機代：往復14万　週20コマ× 7 週間語学学校＆寮：52万（寮25万）
　クレジットは必須。現金は前もって20万を＄に換金してもっていきました。
　現地での生活でも物価は高いと思いがちですが，安いTARGETというスーパーやまさかの日本おなじみ
ドン・キホーテ等で自炊用のご飯を買って，寮で作っていました。各部屋に冷蔵庫もついているのでお肉を
買っても冷凍できてよかったです。またROSSという超安アウトレットで服や靴買いまくっていました。ま
た，基本移動は現地で自転車レンタルbikiを月額で予約して悠々と移動していました。バスより圧倒的に楽
ちんです。月2500円で一定区間内乗り放題且つ乗り捨てです。ハワイに行く人はぜひ活用したほうがいいで
す。大学前にもbiki stationがあるので便利。
　携帯ですが，Amazonで 1 万円でUMIDIGI A 3 シムフリーの携帯（ 1 万円），Most SIM T-MOBILE SIM　
アメリカ 8 週間というSIMカード（5000円）を買って，日本で先に自分で設定を行ってから現地で使ってい
ました。Wi-Fi借りるのは相当高いしいやだなぁと思っていたので良かったです。
　ただ，私は 2 週間目にスーパーでその携帯を盗まれ絶望しました。新しく買うのは悔しいので，学校や寮，
店にいろんなWIFIを使いそれだけで十分すごせました。（泣）
学生海外研修レポート 81
【最後に】
　留学に行ってよかったと心から思います。第 1 ・ 2 週目は本当に日本に帰りたい，インフルエンザ辛い，
コミュニケーション取れないのが辛いと思い，寮で涙が流れたりもしました。しかし残り 5 週目は本当に充
実していました。何事も経験することが大切だと改めて思います。そして色んな人と積極的に関わる事で辛
い事も楽しい事も経験できたのだと思います。コミュニケーション能力がアップした気がします。
　今まで海外に行って人生観変わったっていう人の話を聞いても全く共感できませんでしたが，今なら共感
できます。そしてその経験は絶対に無駄にならないと確信します。
　このような素晴らしい経験を与えてくださった奥寺先生，実習担当の先生方，学務課の皆様，家族に感謝
です。本当にありがとうございました。
　最後に写真は大学の修了書を頂いた後，寮のみんなが祝ってくれた時のです。一生の宝物です。
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2019海外選択制臨床実習報告書
忠南大学
飯田將貴
・実習先を選んだ理由
　富山大学での学習と臨床実習を通じて，海外留学に興味を持ち留学がどういったものか実際に感じてみた
いと思いました。また，社会学実習を通じてメディカルツーリズムについて学び，それをきっかけとして韓
国での実習をしてみたいと感じました。
・留学先へ出発するまでの準備
　語学：事前に韓国の先生とは英語でやり取りをすると聞いていたので，簡単な韓国語を勉強して，挨拶な
どはできるようにしていきました。
　先方や大学とのやり取り：事前にどの科をまわらせてもらうかは連絡し，また宿は病院の寮を使わせても
らうことになりました。
・皮膚科　外来診察
　皮膚科では教授が 6 人。毎日 3 人ほどが外来を担当していました。
　迅速で鏡検することが多く，疥癬がとても多かったです。
・皮膚科　外来処置
　内容は主にレーザー治療，生検，創縫合，ステロイドの塗布など。
　後期研修医が中心におこなっていました。日本よりも圧倒的に患者さんの数が多かったです。
・皮膚科　手術
　ガンの生研などを主にしていました。こちらも患者さんが多く，次々と患者さんが来て，手術をしている
という感じでした。
・手術室
　基本的には日本とは変わりません。
　大きく違うところは手術部，富山大学で言うと手術部の中の自販機があるようなところに食堂があり，バ
イキング形式で昼ご飯が食べられるとういうところ。昼になると各科のオペをしている先生方が来てみんな
でわいわいと食べていた。
・形成外科　シューレース法
　皮膚欠損や開放創において靴紐状に伸縮性の
あるひもをかけていく手技。
　創の内圧の減少とともに自然と引き寄せられ
る。また，靴紐のようにかけてあるので，調整
も容易。
　局所陰圧閉鎖療法と併用することによって相
乗効果も期待できる。
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・実習先での生活
　先生たちとはとても仲良くなり，友達のように話していました。ごはんもよく連れて行ってくださり，サ
ムギョプサルがとてもおいしかったです。女性の先生はとてもかわいく，さすが韓国だと感じた。向こうの
人たちは基本的にお酒がすごく強く，爆発しそうになりながらごはんを楽しみました。
　向こうの学生ともとても仲良くなりました。とても良いひとたちばかりで筋トレをしたいといった時も知
り合いのジムを格安で紹介したりしてくれて一緒に筋トレをしたりしました。しかし，向こうの人は徴兵を
終えた人たちが多く基本ムキムキなのでついていくのは厳しかったです。向こうのおいしい店をたくさん紹
介してくれて本当に仲良くなりました。最後には一緒にプリクラも撮りました。
・感想・後輩へのアドバイス
　忠南大学の先生方や実習生は全員優しく親切でとても充実した実習を送ることが出来ました。
　言語はすべて英語です。向こうも日本人と同じような英語力なので言語に心配することはないと思います。
　僕たちは 5 週間いって全部で20万ちょっとでした。向こうの物価は日本とほとんど変わらないように感じ
ましたがごはんは少し安いように感じます。
　また，むこうの先生は本当に親切なので実習にかなり融通が利くと思います。
　寮はとてもいい環境というわけではないので，事前に向こうの人と連絡して一人一部屋もらえるようにし
ておくといいかもしれません。
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2019海外選択制臨床実習報告書
忠南大学
金田広志
・実習先を選んだ理由
　富山大学での学習と臨床実習を通じて，海外留学に興味を持ち留学がどういったものか実際に感じてみた
いと思いました。また，社会学実習を通じてメディカルツーリズムについて学び，それをきっかけとして韓
国での実習をしてみたいと感じました。
・留学先へ出発するまでの準備
　語学：事前に韓国の先生とは英語でやり取りをすると聞いていたので，簡単な韓国語を勉強して，挨拶な
どはできるようにしていきました。
　先方や大学とのやり取り：事前にどの科をまわらせてもらうかは連絡し，また宿は病院の寮を使わせても
らうことになりました。
・皮膚科　外来診察
　皮膚科では教授が 6 人。毎日 3 人ほどが外来を担当していました。
　迅速で鏡検することが多く，疥癬がとても多かったです。
・皮膚科　外来処置
　内容は主にレーザー治療，生検，創縫合，ステロイドの塗布など。
　後期研修医が中心におこなっていました。日本よりも圧倒的に患者さんの数が多かったです。
・皮膚科　手術
　ガンの生研などを主にしていました。こちらも患者さんが多く，次々と患者さんが来て，手術をしている
という感じでした。
・手術室
　基本的には日本とは変わりません。
　大きく違うところは手術部，富山大学で言うと手術部の中の自販機があるようなところに食堂があり，バ
イキング形式で昼ご飯が食べられるとういうところ。昼になると各科のオペをしている先生方が来てみんな
でわいわいと食べていた。
・形成外科　シューレース法
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　皮膚欠損や開放創において靴紐状に伸縮性のあるひもをかけていく手技。
　創の内圧の減少とともに自然と引き寄せられる。また，靴紐のようにかけてあるので，調整も容易。
　局所陰圧閉鎖療法と併用することによって相乗効果も期待できる。
・実習先での生活
　先生たちとはとても仲良くなり，友達のように話していました。ごはんもよく連れて行ってくださり，サ
ムギョプサルがとてもおいしかったです。女性の先生はとてもかわいく，さすが韓国だと感じた。向こうの
人たちは基本的にお酒がすごく強く，爆発しそうになりながらごはんを楽しみました。
　向こうの学生ともとても仲良くなりました。とても良いひとたちばかりで筋トレをしたいといった時も知
り合いのジムを格安で紹介したりしてくれて一緒に筋トレをしたりしました。しかし，向こうの人は徴兵を
終えた人たちが多く基本ムキムキなのでついていくのは厳しかったです。向こうのおいしい店をたくさん紹
介してくれて本当に仲良くなりました。最後には一緒にプリクラも撮りました。
・感想・後輩へのアドバイス
　忠南大学での実習はとても充実しており，多くのことを学べ，楽しむことができました。先生方や実習生
はみんなとても親切で，日本と違い戸惑っているときや，わからないことがあるときは，何度も助けてくれ
ました。言語は英語で会話し，片言の言葉でもお互いに何を伝えようとしているのか理解しようとしている
から十分伝わり，気持ちが大切だと感じました。後輩のアドバイスとしては，忠南大学は実習がとても柔軟
なので，自分のしたいことや，学びたいことをあらかじめ決めておくと，忠南大学もそれをかなえてくれる
と思います。また，海外の長期滞在は，今まで感じたこともないようなことや，困難がたくさんあり，楽し
い反面，つらいことや嫌になることも多いと思います。だがそれを乗り越えて実習を終わらせたときは，達
成感を感じることができ，また人間として一回り成長できた気がします。なので，少しでも興味のある人は
心配や不安を押しのけて留学をしてみてほしいと思います。それがどんな内容になっても意味のあるものに
なったと思えます。
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2019海外選択制臨床実習報告書
忠南大学
細川智弘
・実習先を選んだ理由
　社会学実習を通じてメディカルツーリズムについて学びました。タイや韓国といったアジア圏の国々では
とてもメディカルツーリズムが盛んですが，日本ではそれほどメディカルツーリズムが浸透はしていませ
ん。そこで韓国で病院実習ができるということを知り，韓国での実習をして，実際に日本と韓国の医療の違
い，現場みたいと感じました。
・留学先へ出発するまでの準備
　語学：事前に韓国の先生とは英語でやり取りをすると聞いていたので，簡単な韓国語を勉強して，挨拶な
どはできるようにしていきました。
　先方や大学とのやり取り：事前にどの科をまわらせてもらうかは連絡し，また宿は病院の寮を使わせても
らうことになりました。
・皮膚科　外来診察
　皮膚科では教授が 6 人。毎日 3 人ほどが外来を担当していました。
　迅速で鏡検することが多く，疥癬がとても多かったです。
・皮膚科　外来処置
　内容は主にレーザー治療，生検，創縫合，ステロイドの塗布など。
　後期研修医が中心におこなっていました。日本よりも圧倒的に患者さんの数が多かったです。
・皮膚科　手術
　ガンの生検などを主にしていました。韓国も患者さんが多く，次々と患者さんが来て，手術をしていると
いう感じでした。
・手術室
　基本的には日本とは変わりません。
　大きく違うところは手術部，富山大学で言うと手術部の中の自販機があるようなところに食堂があり，バ
イキング形式で昼ご飯が食べられるとういうところ。昼になると各科のオペをしている先生方が来てみんな
でわいわいと食べていた。
・形成外科　シューレース法
　皮膚欠損や開放創において靴紐状に伸縮性のあるひもをかけ
ていく手技。
　創の内圧の減少とともに自然と引き寄せられる。また，靴紐
のようにかけてあるので，調整も容易。
局所陰圧閉鎖療法と併用することによって相乗効果も期待でき
る。
・実習先での生活
　先生たちとはとても仲良くなり，友達のように話していまし
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た。ごはんもよく連れて行ってくださり，サムギョプサルがとても
おいしかったです。女性の先生はとてもかわいく，さすが韓国だと
感じた。向こうの人たちは基本的にお酒がすごく強く，爆発しそう
になりながらごはんを楽しみました。
　向こうの学生ともとても仲良くなりました。とても良いひとたち
ばかりで筋トレをしたいといった時も知り合いのジムを格安で紹介
したりしてくれて一緒に筋トレをしたりしました。しかし，向こう
の人は徴兵を終えた人たちが多く基本ムキムキなのでついていくの
は厳しかったです。向こうのおいしい店をたくさん紹介してくれて
本当に仲良くなりました。最後には一緒にプリクラも撮りました。
・感想・後輩へのアドバイス
　忠南大学の先生方や実習生はとても優しく親切でした。毎
日ごはんに誘ってくれたり，観光地を紹介してくれたり，ほ
ぼ毎日接していました。とても充実した実習を送ることが出
来ました。ですので，現地で心配することはあまりないと思
います。ごはん屋さんの方々を含め韓国の方々はとてもやさ
しかったです。
　初めての海外での長期滞在ということでしたが，そんなこ
とはあっという間に忘れてしまうぐらいに時間は過ぎていき
ました。
　病院内で，先生や学生と話すときの言語はすべて英語で
す。韓国の方々も日本人と同じような英語力なので言語に心
配することはないと思います。時々は，すこし覚えた韓国語を披露していました。
　また，韓国の先生は本当に親切なので実習にかなり融通が利くと思います。富山大学での病院実習でもお
なじですが，自分が何をしたいのかしっかりと意思表示をすることが大事です。
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2019海外選択制臨床実習報告書
VietnamNationalChildren’sHospital
小橋紅音
　私は，2019年 2 月25日から 3 月29日までの 5 週間，ベトナムの国立小児病院心臓血管外科で実習させてい
ただきました。言葉も文化も異なる場所での実習は，様々なことを感じ考える良いきっかけとなりました。
簡単にですがその 5 週間について報告させて頂きます。
【海外実習を希望したきっかけ】
　富山大学に入学してすぐの頃，当時 6 年生の先輩から海外での臨床実習について偶然聞く機会がありまし
た。漠然と，行ってみたいなと思ったのを覚えています。学年があがり臨床の勉強が進むにつれて，こんな
風に試験などもなく，自分の行きたいという気持ちを実現させられるのはすごくラッキーなことではないか
と思うようにもなりました。
　ただ，臨床実習が始まると当然ながら分からないことの連続で，今の状態で海外実習に行って得るものは
あるのだろうか，国試や卒試もあるのにそんな余裕は私にあるのかと散々悩みましたが，先輩方の報告会で
伝わってきた充実感が後押しになり，せっかくのチャンスを逃したらもったいない！！と自分に言い聞かせ
て行くことを決めました。
【実習先をNCHに決めた理由】
　まず，NCHについて少し紹介すると，ベトナムの首都ハノイにある国立小児病院で，先天性心疾患だけ
でも年間1500件以上の手術件数（日本全体の半分程）を誇る大きな病院です。出生数が日本の1.5倍である
のに対し専門性の高い小児病院が少ないことから，かなり進行した状態で運ばれてくる患者さんも大勢い
らっしゃいます。そのため私以外にも様々な国から見学に来ている学生を見かけましたし，見学・実習に対
してとても寛容な雰囲気でした。
　この雰囲気は第一外科芳村教授や先輩方からも伺っていたので，
　①　もともと小児医療に関心があり小児の症例数が多い病院に行きたかったこと
　②　特に循環器系疾患に興味があったこと
　③　臨床実習を通して集中治療・術後管理にも強く興味がわいたこと
をふまえ，病院の様々な診療科をフレキシブルに実習できそうなNCHを選択することにしました。ここが
ICUなの？と思うような環境だよ，という芳村教授のお話を聞いて，設備の乏しいなかでの医療を見てみた
いと感じたのも 1 つの理由です。
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【実習内容】
　当初の実習計画は心臓血管外科を 3 週間，ICUを 2 週間というものでした。
　実習 1 週目はベトナムなまりの英語の聞き取りに苦労し，慣れない環境でのオペ見学にへとへとでした。
私の英語力不足・知識不足から先生の説明がすぐ理解できなかったり，質問したいのに言葉が出て来なかっ
たりして悔しい思いもたくさんしました。また，ICUの先生方が英語が話せないと知り，後半 2 週間をどう
過ごそうかと愕然としたのが 4 日目だったと思います。
　 2 週目になると先生や看護師さんの会話についていける
ようになり，自分なりに工夫して疑問を伝えたり実習を組
み立てていけるようになりました。NCHは心臓手術用の
オペ室だけで 3 室あり，それぞれ毎日平均 2 件ずつ行って
います。朝到着したらホワイトボードで手術内容・執刀医
を確認し，どのオペに入るかを自分で決めてその手術室へ
向かう形です。 1 日平均 2 件，多いときは 4 件のオペに入
ることができました。術野に入って縫合などをさせてもら
えたり，麻酔科の先生の位置からの見学だったりと執刀医によって方針が違うので，それも含めて見学する
オペを選んでいました。また，心臓手術を担当する麻酔科医はいつも固定なので，麻酔科の先生方も顔を覚
えてくださり，手術について教えてもらっていました。
　 3 週目には，麻酔科の先生にCVカテーテル挿入してみる？と声をかけていただけるようにもなり，モニ
ターや投与中の薬について説明してもらったり人工心肺について教えてもらったりと，術野がよく見えない
時もとても有意義な時間を過ごしました。心臓チームの居心地がとても良く，麻酔科の実習のようなことも
させてもらえるようになったことで，もう少しここで実習したいと感じ，急遽 4 週目からのICU実習を変更
し 5 週間の心臓血管外科実習となりました。
　最後の 2 週間は身体も気持ちも環境に慣れてきて，宿に帰ってからの復習や国試の勉強もそれまで以上に
集中して行うことができ，落ち着いて実習に取り組めたと思います。また，最後の 1 週間はカリフォルニア
大学の小児心臓チームが来るのと重なったため，複雑な症例をたくさん見学することができました。症例カ
ンファレンスは完全に理解は出来ませんでしたが，様々な専門分野の医師・看護師が一堂に会して治療方針
を議論しているのが新鮮でした。小児循環器内科の先生や集中治療部の看護師さんからも直接お話を伺うこ
とができ，仕事に対する姿勢や意識がとても刺激になりました。
【最後に】
　先生や看護師さんと食事に行ったり，週末は観光案内をしてもらったりと実習以外でも楽しく充実した
日々でした。もう少し実習していたい，帰りたくないなぁと思っていたくらいです。
　そのような機会を与えてくださった芳村教授をはじめ第一外科の先生方，NCHの心臓チームの方々，学
務の方々，協力してくれた家族にこの場を借りて心より感謝申し上げます。
